




















































































































































































































































































12 3 4 5 6 7 8 9101112131415161718192021222324252627282930
1998年6月
注:一(新在庫),-(現在庫),---(発注点)
圏(入荷),歴冠(出荷)
図2 在庫推移のシミュレーション
在庫の推移を定量的に把握することができる｡
ンなど)に,独自のエンジニアリングツールを通用し,短
期間で実施することができるサービスを提供している｡
在庫推移シミュレーションの出力例を図2に示す｡
4.3 ナレッジマネジメントエンジニアリング
ナレッジ(知識資産)とは,個人が自分の頭脳の中や体
で覚えた,いわゆる属人的な情報である｡これは,個人
でなく組織でも同じことである｡ナレッジマネジメント
は,研究･開発･設計･販売といった,産業の各プロセ
スで発生する成果と製品情報などの非定型ドキュメント
情報を全社レベルで共有化し,以下のような目的のため
に有効活用を図るものである｡
(1)意思決定･問題解決能ノJの向上
(2)顧客対んむ力の強化
(3)製品･サービスの改善･改革
ナレッジは,もともと属人的で非定型な情報であるが
ゆえに,システム化が遅れている分野であり,ITを活用
する試みでも,成功に至った例は少ないのが現状である｡
これは,管理ツールの導入だけで解決される問題ではな
い｡ナレッジマネジメントの顕著な事例として文書管理
を例に,以下に述べる｡
ドキュメントそのものの品質向上を目的とした文書作
成･管理業務の改善や,社内標準の文書管理ルールの設
定,および全社展開までの段階的なシステム導入計画の
立案が成功のかぎを握る｡
日立製作所は,自社内の業務と医薬分野で,ナレッジ
マネジメントのエンジニアリング段階からサービスを捉
供している｡その主な特徴は以‾‾‾Fのとおりである｡
(1)文書管理業務改善コンサルテーション
業務上の課題整理と解決を支援
(2)システム導入計伸コンサルテーション
文書管理システムの標準的な機能に関する教育の実施
や,段階的なシステム導入計画の立案を支援
(3)文書管理体系設定コンサルテーション
情報体系一元化に向けた全社的な文書管理体系設定
以上の主なサービスでは,ユーザーから現状をヒアリ
ングしたり,サンプル文書の提示を受けた後に,実績を
ベースとした例示付き作業用ワークシートを提供し,エ
ンジニアリングを進める｡
今後,このノウハウを生かし,他の産業分野へも適用
していく考えである｡
4.4環境･省エネルギーエンジニアリング
事業変革に向けて,生産システムやユーティリティな
ど設備の見直しを図るには,環境･省エネルギーに関す
る綿密な対策が不可欠である｡例えば,環境配慮型企業
では,環境会計レベルの管理評価が望まれ,膨大なデー
タ整理と専門的な判断基準が必要となる｡
このような環境･省エネルギー関連の課題を解決する
ための,主なエンジニアリングメニューとして下記のも
のがある｡
(1)LCA(LifeCycleAssessment)サービス
LCAは,製品の製造から使用･廃棄までのライフサイ
クル全体で,石油などの資源消費量や大気への炭酸ガス
などの排出量を計算し,さらに,温暖化などのカテゴリ
ー別環境インパクトを数値化し,地球環境への影響度を
多面的･総合的に定量評価するものである｡目立製作所
のホームページにアクセスすることにより,このLCAサ
ービスを簡単に利用でき,原単位に基づく環境負荷計算
や影響(インパクト)評価ができる｡これはインターネッ
ト型LCAで提供している2)｡
(2)BOO事業におけるエンジニアリング
近年,エネルギー設備の設置から燃料調達,運転,保
守を一貫して提供するBOO(Build,Own,Operate),
またはオンサイト エネルギーサービスと呼ばれる事業
形態が,省エネルギー関連投資で脚光を浴びている｡こ
の中で必要なエンジニアリングとしては,まず環境への
影響評価があげられる｡例えば,コージェネレーション
設備の計画時には排ガスの拡散シミュレーションを実施
することができる｡次に,事業性評価としては,想定し
た幾つかの運転パターンで1年間の運転量をシミュレー
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ションし,省エネルギー効果と経済性の両面からの評価
を行うことができる｡
4.5 デザインエンジニアリング
産業分野でデザインエンジニアリングがその真価を発
挿する局面は,指令毒などのマンマシン業務においてで
ある｡そのエンジニアリング項目としては,事前調査,
コンセプト策定からレイアウト,室内インテリア,操作
性,機器･画面デザインなどがあげられる｡これらは単
に意匠的なアプローチをするだけでなく,システムの内
容や運用などを理解したうえで,システム開発サイドと
連携して取F)組む必要がある｡
デザインエンジニアリングサービスの主な内容は以
下のとおりである｡
(1)ユーザビリティ評価
オペレーダの使いやすさや快適性(ユーザビリテイ)に
対する評価方法である｡これは,アンケートの分析によ
ってユーザーの潜在的な問題点や改善策を早期に共有
し,システムに反映する方法で,｢評価グリッド法+と呼
ばれる｡
(2)CGによる検証
ユーザーのデザインイメージを確認するために,実機
の製作に着手する前に,CG(ComputerGraphics)によ
る検証も有効な手段である｡その例を図3に示す｡
(3)リアルモックアップとスケールモデルによる検討
心理的影響や視認性を検証するためには,実物に近い
リアルモックアップやスケールモデルが効果的である｡
その例を図4に示す｡
図3 三次元CGによ
る検証例
検証初期のイメージ
確認に有効である｡
図4 モデルによる
検証例
リアルモックやスケ
ールモデルによる具体
的検証を行う｡
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H立製作所は,おのおののシステムソリューションに
取り組む場合,必要に応じて自社のデザインエンジニア
リングチームもメンバに加え,顧客のニーズにこたえて
いる｡
おわりに
ここでは,産業分野における各種ソリューションを実
現するための,システム計画エンジニアリングの必要性
と有用性について述べた｡
H立製作所のシステム計画エンジニアリングの特徴は
以下のように集約できる｡
(1)効果とリスクの検証
複数のケースで,データを用いて定量的に把握
(2)短期間でのエンジニアリング
確_‾､‡された技法,ツール,テンプレート,シミュレー
タなどを用いるので,従来の人海戦術的な解析に比べ,
短期間での解析が可能
(3)エンジニアリングチームのアウトソーシング
自社単独で専門的人材の育成が難しい環境での,エン
ジニアリング業務の受託
(4)総合電機メーカーとしての広範岡なエンジニアリング
コンピュータメーカーの枠にとらわれない,環境から
製造までを含めた幅広いエンジニアリングの提供が可能
今後も,さらに計画エンジニアリングのメニューの充
実に努めていく考えである｡
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